
平成２２年 １２月定例議会号 

 
審

議

し

た

議

案 

議会だより ８５号        ２ 

 

 第４回定例会が１２月１６日と１７日の２日

間で開催され、一般会計と５特別会計の補正予

算のほか議案等審議を行い、いずれも原案のと

おり可決しました。 

□
平
成
22
年
度
佐
呂
間
町
一
般 

 

会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
） 

 

８
７
４
３
万
円
が
追
加
さ
れ
、

予
算
の
総
額
が
46
億
３
１
２
３
万 

円
に
な
り
ま
し
た
。 

【
主
な
歳
入
】 

・
地
方
特
例
交
付
金 

 ６
０
６
万
円 

 
 
 
 
  

・
農
山
漁
村
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク 

 

ト
支
援
交
付
金 

３
２
３
５
万
円 

・
地
域
政
策
総
合
補
助
金 

２
８
８
万
円 

・
財
政
調
整
基
金
繰
入
金 

１
億
４
５
４
万
円
減 

・
国
鉄
湧
網
線
代
替
輸
送
確
保
基 

 

金
繰
入
金 

 

１
６
９
２
万
円 

・
前
年
度
繰
越
金 

１
億
３
２
７
４
万
円 

【
主
な
歳
出
】 

・
給
料 

 
 
 

１
１
２
０
万
円 

・
職
員
手
当
等 

 

２
５
０
万
円 

・
共
済
組
合
負
担
金
等 

１
７
６
７
万
円 

・
コ
ミ
セ
ン
修
繕
料 

１
１
０
万
円 

・
コ
ミ
セ
ン
ト
イ
レ
改
修
工
事 

２
６
０
万
円 

・
佐
呂
間
厚
生
病
院
運
営
損
失
負 

 

担
金 

 
 
 

２
６
１
０
万
円 

・
農
山
漁
村
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク 

 

ト
支
援
交
付
金 

３
２
３
５
万
円 

・
牧
場
利
用
委
託
料 

１
６
１
万
円 

・
若
佐
小
学
校
教
室
改
修
工
事 

 
 

４
６
０
万
円 

・
佐
呂
間
町
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業 

 

特
別
会
計
繰
出
金 １

３
８
９
万
円 

 

□
平
成
22
年
度
簡
易
水
道
特
別 

 

 

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
） 

 

１
８
３
万
円
が
追
加
さ
れ
、
予

算
の
総
額
が
５
億
３
１
６
６
万
円 

に
な
り
ま
し
た
。 

【
主
な
歳
入
】 

・
前
年
度
繰
越
金 

１
８
３
万
円 

【
主
な
歳
出
】 

・
浜
佐
呂
間
簡
易
水
道
区
域
拡
張 

 

事
業
費
負
担
金 

１
０
６
万
円 

 

□
平
成
22
年
度
国
民
健
康
保
険 

 

特
別
会
計
補
正
予
算 

（
第
３
号
） 

 

１
４
７
万
円
が
追
加
さ
れ
、
予

算
の
総
額
が
９
億
１
９
７
０
万
円 

に
な
り
ま
し
た
。 

 

□
平
成
22
年
度
介
護
保
険
特
別 

 

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
） 

 

２
５
４
万
円
が
追
加
さ
れ
、
予

算
の
総
額
が
５
億
４
２
６
５
万
円 

に
な
り
ま
し
た
。 

【
主
な
歳
入
】 

・
前
年
度
繰
越
金 

２
５
４
万
円 

222111
年
度
分
の
厚
生
病
院
運
営
損
失
負
担
金

年
度
分
の
厚
生
病
院
運
営
損
失
負
担
金

年
度
分
の
厚
生
病
院
運
営
損
失
負
担
金   

２
６
１
０
万
円
を
追
加
し
て
合
計
８
６
９
０
万
円
に
！

２
６
１
０
万
円
を
追
加
し
て
合
計
８
６
９
０
万
円
に
！

２
６
１
０
万
円
を
追
加
し
て
合
計
８
６
９
０
万
円
に
！ 

Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
等
の
工
事
費
に
国
の
交
付
金
３
２
３
５
万
円
！ 

 

 

 

 

・審議した議案① 

【
主
な
歳
出
】 

・
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費 

 
 
 

２
３
４
万
円 

 

□
平
成
22
年
度
介
護
サ
ー
ビ
ス 

 

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算 

 
 

 

（
第
２
号
） 

 

１
３
８
９
万
が
減
額
さ
れ
、
予

算
の
総
額
が
２
億
３
８
４
３
万
円 

に
な
り
ま
し
た
。 

【
主
な
歳
入
】 

・
一
般
会
計
繰
入
金 

１
３
８
９
万
円
減 

【
主
な
歳
出
】 

・
給
料 

 
 
 

８
０
０
万
円
減 

・
職
員
手
当
等 

６
１
９
万
円
減 

・
共
済
組
合
負
担
金
等 

 
 
 
 

４
４
０
万
円
減 

・
代
替
人
夫
賃
等 

２
３
４
万
円 

 
 
 

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
自
動
食 

 

器
機
洗
浄
機
設
置
工
事 

 
 
 
 

１
８
９
万
円 

 



平成２２年 １２月定例議会号 

□
道
外
行
政
調
査
並
び
に
視
察 

 

研
修
報
告 

 

（
報
告
内
容
12
〜
15
頁
に
掲
載
） 

３        議会だより ８５号 

◎
シ
カ
駆
除
に
つ
い
て 

【
質
】
シ
カ
の
捕
獲
報
償
費
を
増

額
し
た
が
、
来
年
の
雪
解
け
時
期

が
く
る
と
、
ま
た
農
作
物
の
被
害

が
出
る
だ
ろ
う
と
当
然
予
想
さ
れ

る
が
、
囲
い
を
作
る
と
か
、
撃
つ
以

外
の
対
策
は
な
い
も
の
か
。 

 

ま
た
、
シ
カ
対
策
に
つ
い
て
、

近
隣
町
村
と
の
協
議
は
進
め
て
い

る
か
。 

【
答
】
エ
ゾ
シ
カ
の
駆
除
対
策
で 

撃
つ
以
外
の
方
法
は
今
の
と
こ
ろ

考
え
て
い
な
い
が
、
猟
友
会
と
検

討
し
て
い
る
の
が
、
た
だ
探
し
て

撃
つ
の
で
は
な
く
、
人
里
は
な
れ

た
安
全
な
場
所
に
え
さ
を
仕
掛
け

て
、
そ
こ
で
捕
獲
を
す
れ
ば
効
率

的
な
駆
除
が
で
き
る
の
で
は
と
考

え
、
中
部
森
林
管
理
署
等
の
関
係 

機
関
と
協
議
を
し
て
い
き
た
い
。 

 

近
隣
町
村
と
の
直
接
、
協
議
の

場
は
な
い
が
、
担
当
者
、
担
当
課
長

レ
ベ
ル
で
は
話
し
合
い
は
し
て
い 

る
。 

 

◎
少
人
数
学
級
に
つ
い
て 

【
質
】
来
年
度
か
ら
小
学
１
年
生

は
35
人
の
少
人
数
学
級
で
、
と

の
新
聞
報
道
が
あ
っ
た
が
、
町
単

 

  

佐
呂
間
町
で
は
小
学
校
１
年
生
の 

30
人
学
級
は
継
続
実
施
！ 

独
で
や
っ
て
い
る
少
人
数
学
級
は

継
続
さ
れ
る
の
か
。 

【
答
】
今
回
国
で
言
っ
て
る
の
は

35
人
学
級
だ
が
、
う
ち
の
１
年
生

は
32
、
33
人
ぐ
ら
い
で
該
当
し
な 

い
。 

 

町
で
考
え
て
い
る
の
は
、
最
近

Ｌ
Ｄ
、
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
な
ど
の
障
害
を

持
つ
子
も
多
く
、
一
つ
の
学
級
に

30
人
以
上
い
る
の
は
大
変
だ
と
い

う
こ
と
で
、
１
年
生
に
限
り
ク
ラ 

ス
を
分
け
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

 

◎
特
養
の
待
機
者
に
つ
い
て 

【
質
】
念
願
が
か
な
い
10
床
増

床
と
な
っ
た
特
養
だ
が
、
待
機
者

は
解
消
さ
れ
た
の
か
。 

【
答
】
現
在
62
名
入
所
で
、
待
機

者
名
簿
に
は

23

名
載
っ
て
い
る

が
、
今
そ
の
方
々
は
施
設
や
病
院

に
入
っ
て
い
る
か
、
自
宅
待
機
で

も
家
族
が
お
世
話
で
き
る
と
い
方 

た
ち
で
あ
る
。 

 

待
機
者
の
入
居
に
つ
い
て
は
、

入
居
判
定
委
員
会
が
あ
っ
て
、
そ

こ
で
事
前
に
順
番
を
決
定
し
て
お

り
、
順
番
が
き
た
ら
、
再
度
家
族
の

意
向
を
伺
っ
て
、
入
居
を
決
定
す 

る
こ
と
に
な
る
。 

 

 

 

 

・審議した議案② 

□
佐
呂
間
町
選
挙
管
理
委
員
会 

 

委
員
及
び
同
補
充
員
の
選
挙 

 

に
つ
い
て 

   

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及
び
同

補
充
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
選

挙
の
結
果
、
次
の
方
が
当
選
さ
れ 

ま
し
た
。 

◎
委   

員 

・
仁 

 

倉 

内 

藤 

学 

峰 

氏 

・
永

代

町 

榎 

本     

彰 

氏 

・
若 

 

佐 

寺 

本 

孝 

昭 

氏 

・
浜
佐
呂
間 

藤 

原 

一 

成 

氏 
◎
補 

充 

員
（
順
位
） 

①
共 

 
立 

八 

矢 

憲 

一 

氏 

②
永

代

町 

佐
々
木
益
弘   

氏 

③
若 

 

佐 
宇
佐
美
照
子   

氏 

④
浜
佐
呂
間 

村 
岡 
  

忠 
 

氏 

---- 議会事務局宛て ---- 
ＴＥＬ ２-１２９１   

Ｅメール 

    gikai@town.saroma.hokkaido.jp 

補正予算・議案 

質疑の中から 

議会だよりに対するご意見・ご感想を  
                 お寄せ下さい！ 



平成２２年 １２月定例議会号 

議会だより ８５号        ４ 

 

  

第
４
期
佐
呂
間
町 

総
合
計
画
基
本
構
想 

を
議
決
！ 

 

 

 

 

・審議した議案③ 

□
第
４
期
佐
呂
間
町
総
合
計
画 

 

に
つ
い
て 

 

町
が
「
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
る

た
め
に
策
定
す
る
総
合
計
画
基
本

構
想
に
つ
い
て
は
、
国
が
定
め
る

地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り
議
会 

の
議
決
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

 

平
成
23
年
度
か
ら
の
10
年
間

を
計
画
期
間
と
す
る
第
４
期
の
佐

呂
間
町
総
合
計
画
に
つ
い
て
は
、

９
月
14
日
開
催
の
第
３
回
定
例
会

に
お
い
て
提
案
さ
れ
、
町
総
合
計

画
審
査
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ 

て
お
り
ま
し
た
。 

 

11
月
25
日
に
同
委
員
会
を
開

催
し
て
審
査
を
行
い
、
委
員
会
と

し
て
は
原
案
の
と
お
り
決
定
す
る 

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

そ
の
結
果
、
定
例
会
に
お
い
て

小
松
正
義
委
員
長
よ
り
審
査
報
告

□
大
幅
増
員
と
夜
勤
改
善
で
安 

 

全
安
心
の
医
療
・
介
護
を
求 

 

め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い 

 

て 

 

長
寿
世
界
一
を
誇
る
日
本
の
医

療
は
、
長
年
に
わ
た
る
社
会
保
障

費
抑
制
施
策
の
下
で
も
、
医
師
や

看
護
師
な
ど
の
懸
命
な
努
力
で
支 

え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。 

 

し
か
し
、
医
療
現
場
は
長
時
間
・

過
密
労
働
に
よ
り
離
職
率
の
高
い

状
況
に
あ
り
、
こ
れ
が
原
因
で
深

刻
な
人
手
不
足
に
つ
な
が
る
悪
循

環
か
ら
、
医
療
現
場
の
努
力
だ
け

で
は
、
日
本
の
安
全
安
心
な
医
療
・

介
護
を
守
る
こ
と
は
困
難
に
な
っ 

て
い
ま
す
。 

 

看
護
師
な
ど
夜
勤
交
代
制
労
働

者
の
労
働
条
件
を
抜
本
的
に
改
善

す
る
こ
と
を
要
望
す
る
意
見
書
が

可
決
さ
れ
、
関
係
大
臣
宛
提
出
し 

ま
し
た
。 

 
 

 

書
が
提
出
さ
れ
、
改
め
て
本
会
議

で
審
議
を
行
い
、
総
合
計
画
に
つ

い
て
は
全
会
一
致
で
原
案
の
と
お 

り
可
決
と
な
り
ま
し
た
。 

 

□
佐
呂
間
町
過
疎
地
域
自
立
促 

 

進
市
町
村
計
画
の
変
更
に
つ 

 

い
て 

 

 

過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置

法
が
改
正
さ
れ
、
今
年
度
よ
り
６

年
間
の
計
画
期
間
の
延
長
と
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
計
画
の
内
容
と
し

て
は
、
81
事
業
で
87
億
６
７
６
３

万
円
の
計
画
が
掲
載
さ
れ
た
佐
呂

間
町
過
疎
地
域
自
立
促
進
基
本
計 

画
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

第１回定例会は３月に開催されます!! 
     

日程の詳細は、町広報３月号の折込みチラシを 

    ご覧いただき、是非傍聴にお越しください。 

 


